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繰延税金資産の計上及び業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 

当社は 2019 年（平成 31 年）3 月期決算において、下記の通り繰延税金資産を計上いたし

ました。また、2018 年（平成 30 年）10 月 29 日に公表いたしました 2019 年（平成 31 年）

３月期の業績予想と実績値の差異についてお知らせいたします。 

記 
1. 繰延税金資産の計上について                                     

当社は近年の業績回復及び今後の見通し等をふまえ、繰延税金資産の回収可能性について慎

重に検討した結果、2019 年（平成 31 年）３月期第４四半期決算において繰延税金資産 66 百

万円を計上することといたしました。 
 
2. 2019 年（平成 31 年）３月期 通期業績予想値と実績値の差異                                     
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円  

7,560 
百万円  

420 
百万円  

430 
百万円  

270 
円 銭  

186.81 
実績値（Ｂ） 7,321 295 327 275 190.75 
増減額（Ｂ－Ａ） △239 △125 △103 5 － 
増減率（％） △3.1 △29.7 △23.7 2.1 － 
（ご参考）前期実績 
（2018 年 3 月期） 7,555 445 463 318 220.04 

 
3. 差異の理由 

売上高につきましては、販売促進に努めましたが下半期も傾向は変わらず、前年同期の

テレビ放映効果を補えず来客数が減少したことにより、計画を下回りました。 
利益面では売上高の減少に伴い売上総利益が減少し、また、原価率の低減やコストコン

トロールに努めたものの人件費が増加したため、営業利益、経常利益ともに前回予想を下

回りました。当期純利益につきましては「1.繰延税金資産の計上について」に記載の通り、

繰延税金資産の計上に伴う法人税等調整額△66 百万円（△は益）の計上等によりほぼ前回

予想通りとなりました。 
以 上 


